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3. 本論の目的及び構成(第 3 章)
本研究は授受表現の中で、恩恵の方向性が求心的であり、恩恵を受けることを表すという同じ事態を






















本研究の構成は、第 1 章から第 3 章までの序論、第 4 章から第 9 章までの本論、第10章の結論という
構成で成り立つ。序論は、第 1 章で、授受表現とは何かについて概観し、第 2 章で授受表現に関する先
行研究及び問題点について述べた。第 3 章では、第 2 章での検討を踏まえ、本研究の目的及び構成につ




























基本的意味 。 。 。 。
周辺用法的
恩恵意図付与用法 。 。 ム 。
無情物の思恵意図付与用法 。 。 ム 。
使役緩和用法 ﾗ 。 ム 。
敬語用法 A ﾗ 。 ム 。
敬語用法 B ﾗ 。 ム ﾗ 
。:あり x なし ム:話し手の見なし
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5. 1てもらう」文の用法分類一一動詞の性質との関わりから一一(第 5 章)










に着目し、動詞を AI許す」系動詞、 BI診る」系動詞、 CI償う」系動調、 DI くつろぐ」系動詞、 EI喜

























A 許す B 診る C 償う D くつろぐ E 喜ぶ F 行なう G 勝つ
①依頼 。 。 ﾗ ﾗ ﾗ 。 ﾗ 
②命令 ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 。 ﾗ 
③許可 ﾗ 。 ﾗ ﾗ ﾗ 。 ﾗ 
④放任 ﾗ ﾗ 。 。 ﾗ 。 ﾗ 
⑤義務 ﾗ ﾗ 。 ﾗ ﾗ 。 ﾗ 
⑥勧め ﾗ ﾗ ﾗ 。 ﾗ 。 ﾗ 
⑦仕向け ﾗ ﾗ ﾗ 。 。 。 ﾗ 


































































行為の与え手 :G 行為の対象者 :T 話し手 :S
行為の方向 ~恩恵意図の方向 ー一一一一一》








































































































































かにしようとするものである。論の全体は序論・本論・結論の 3 部から構成され、序論 3 章、本論 6 章、
結論 l 章からなる。
「序論」においては、導入として本論で扱う授受表現形式について概観し(第 l 章)、授受表現研究の
現状を述べ(第 2 章)、それをふまえて問題提起をおこなっている(第 3 章)。
「本論」は、「てもらう J rてくれる」それぞれの基本的意味を精綴に記述した上で、基本的意味から










まっていくことを明らかにした(第 5 ・ 6 章)。
一方、「てくれる」については、基本的意味をふまえ、共感度という概念を詳細に検討することで、
従来議論のあった誰を受益者と認めるかという議論について一定の見解を示し得た(第 8 章)。
そして、「てもらう」と「てくれる」の差異について、本研究で明らかにした両者の基本的意味の差
異から、無情物文の「てもらう」と「てくれる」のそれぞれの成立条件と両形式の差異を明らかにした
(第 9 章)。
「結論」においては、以上の議論を受けて、本論文の結論・意義を述べ、今後の課題について言及し
ている(第10章)。
これまでの授受表現研究は、視点・働きかけ性・思恵の方向といった観点からの分析が中心で、これ
らの形式そのものがいかなる意味をもつかという点については、あまり考えられてこなかった。本研究
は、両形式の基本的意味を精綴に記述するだけでなく、従来の観点では十分にとらえられていなかった
諸用法どうしの関係や、「てもらう」と「てくれる」の意味的な差異を明らかにすることに成功してい
る。この成果は現代日本語文法論の進展に大きく寄与するものである。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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